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～ 初めての井頭公園 ～ 

斎藤 恭 
正直に言います。私は行き先が渡良瀬遊水地

（栃木県、群馬県、埼玉県、茨城県にまたがる）

だと思い探鳥会に申し込みをしました。ですが、

井頭公園（栃木県）も初めて行く場所でありま

す。渡良瀬遊水地はまたの機会に（そもそも個人

的に行けば済む話なのですが、腰が重くてすみま

せん）。気を取り直して初めての探鳥地に期待を膨

らませました。到着してみると、これがなかなか

に広くて良い場所でした。逢瀬公園の様に広くて

自然豊かでありながら平坦で歩きやすく、大きな

池もあるためたくさんのカモ類も見られました。   

まず歩き始めていきなりアトリが出迎えてくれ

ました。この冬初見のアトリでした。続いてたく

さんのメジロやエナガの群れ。ヨシ原にはたくさ

んのウグイスがいる様でした。大きな池にはマガ

モやカルガモなどのよく見るカモの他、オカヨシ

ガモを見ることが出来ました。池の端まで行くと

ヨシガモがたくさんいました。福島でも時々見ら

れるカモ類ですが、これだけ多くの数を見ること

は希です。 

ヨシガモを観察しつつ、何か面白い野鳥がいな

いかと探し回っている時です。近くにカワセミの

雄がやってきました。夢中でカメラのシャッター

を押します。恥ずかしながらカワセミを写真に収

めるのは初めてでした。それも天気が良く、背中

が美しく輝く絶好のシャッターチャンス。若干の

枝かぶりなんて気にしません。満足のいく写真が

撮れました。そして、駐車場への帰り道、なんと

今度はカワセミの雌が近くにいるではありません

か。しかも今度はオレンジ色のきれいなお腹をこ

ちらに向けています。またまた夢中でシャッター

を押しました。初めてのカワセミ撮影で雄と雌の

両方を撮影することが出来、大満足でした。 

この季節、シロハラやトラツグミなどのツグミ 
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類を期待して地面を注意深く探しながら歩きまし

たが、休日で人の出が多いためか見つかりません

でした。機会があれば平日にも来てみたいと思え

る探鳥地でした。 

さて、井頭公園には「花ちょう遊館」という温

室の植物園があるとのことです。そこでは蝶も飼

育しており、1年中蝶の飛ぶ姿を見られるそうで

す。特にオオゴマダラという蝶の蛹が金色をして

おり、とても美しいそうです。日本では南西諸島

のみ分布する蝶ですので、私も噂でしか聞いたこ

とがありませんでした。そこで、昼食を早々に済

ませオオゴマダラを見に行くことにしました。植

物はざっと眺める程度にして、蝶の飼育されてい

るゾーンへ急ぎます。蝶の飛ぶ様を眺めつつ、周

囲を見渡すと、クリスマスの飾り付けのしてある

木に多数の蛹を見つけました。噂どおりの美しい

黄金色に、一見クリスマスのオーナメントか？と

思いましたが、ちょうど羽化したばかりの蝶と抜

け殻が目に入り、本物だとわかりました。温室の

ため蛹は 1年中みられる様です。 

皆様も井頭公園にお立ち寄りの際には、「花ちょ

う遊館」にも入ってみてはいかがでしょうか？

（有料）また本来、植物館でもあるのでゆっくり

と植物を見学するのも良いと思います。特に私は

高山植物のコーナーが良かったと思いました。              
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